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歴
史
に
学
ぶ
企
業
革
新
と
永
続
の
知
恵

大
阪
大
学
名
誉
教
授
　
宮
本 

又
郎
氏

る
と
い
う
保
証
が
な
い
な
ど
。
メ

リ
ッ
ト
は
所
有
の
安
定
性
、
短
期

的
株
主
利
害
の
影
響
を
受
け
ず
、

長
期
的
判
断
で
意
思
決
定
が
で
き

る
、
迅
速
な
意
思
決
定
、
の
れ
ん

や
評
判
を
守
る
姿
勢
な
ど
。

▽
オ
ー
ナ
ー
の
恣
意
性
排
除

　
三
井
家
の
創
業
者
は
高
利
と
い

う
人
で
、松
阪
の
出
で
東
京
に
行
っ

て
成
功
し
た
。
９
人
の
相
続
人
が

い
た
が
、
こ
の
９
人
で
「
大
元
方
」

と
い
う
組
織
を
つ
く
っ
た
。
９
人

の
相
続
者
は
持
ち
分
所
有
権
と
収

益
分
配
権
は
持
つ
が
、
処
分
権
は

持
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
を
総
有
と

い
う
。
相
続
権
は
代
々
９
家
（
の

ち
11
家
）
の
み
が
持
ち
、
こ
れ
に

よ
り
支
配
権
は
弱
ま
っ
た
。
明
治

以
降
は
さ
ら
に
進
化
し
、
同
族
は

資
本
市
場
か
ら
本
社
、
子
会
社
を

ブ
ロ
ッ
ク
し
、
本
社
は
同
族
の
子

会
社
へ
の
影
響
を
ブ
ロ
ッ
ク
す
る

仕
組
み
と
し
た
。

　
江
戸
商
家
に
お
け
る
当
主
に
地

▽
日
本
は
起
業
よ
り
長
寿
企
業

　
日
本
で
は
よ
く
ベ
ン
チ
ャ
ー
が

育
た
な
い
と
言
わ
れ
る
。
起
業
率

も
低
い
。「
起
業
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
」
を
見
る
と
、
総
合

起
業
活
動
指
数
は
３・３
で
、
韓
国

の
半
分
、
中
国
の
４
分
の
１
の
低

さ
。「
６
カ
月
以
内
に
起
業
す
る

チ
ャ
ン
ス
は
あ
る
か
」
で
は
、
日

本
は
５・
９
％
。
フ
ラ
ン
ス
は
51
・

１
％
、
中
国
は
36
・
２
％
、
ド
イ

ツ
も
28
・
５
％
と
高
い
。
一
方
、

長
寿
企
業
を
見
る
と
、
日
本
で
は

明
治
末
ま
で
に
創
業
し
た
１
０
０

年
超
企
業
が
２
万
４
０
０
０
社
。

２
位
の
ド
イ
ツ
で
も
９
０
０
０
社

し
か
な
い
。
つ
ま
り
日
本
は
ベ
ン

チ
ャ
ー
で
は
振
る
わ
な
い
が
、
長

寿
企
業
で
は
世
界
に
誇
れ
る
。

　
長
寿
企
業
に
は
同
族
企
業
や
家

族
企
業
が
多
い
。
デ
メ
リ
ッ
ト
は

オ
ー
ナ
ー
の
勝
手
な
振
る
舞
い
、

閉
鎖
的
、
保
守
的
に
な
り
や
す
い
、

有
能
な
人
材
を
輩
出
し
続
け
ら
れ

位
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
昔
の
文

献
を
見
る
と
、
家
督
・
家
産
は
当

主
個
人
の
も
の
で
は
な
く
、
子
々

孫
々
に
受
け
継
い
で
い
く
も
の
と

い
う
考
え
方
が
分
か
る
。
家
督
・

家
産
は
「
イ
エ
」
と
い
う
異
世
代

同
族
集
団
が
総
有
す
る
も
の
。
こ

れ
は
名
前
を
見
れ
ば
分
か
る
。
鴻

池
善
右
衛
門
も
三
井
八
郎
右
衛
門

も
個
人
名
で
は
な
く
、
屋
号
、
法

人
名
。
当
主
は
い
わ
ば
リ
レ
ー
ラ

ン
ナ
ー
、
家
産
は
預
か
り
も
の
。

バ
ト
ン
や
た
す
き
を
次
の
世
代
に

渡
す
の
が
使
命
だ
。
直
系
男
子
が

身
持
ち
が
悪
く
不
適
格
の
場
合
は
、

同
族
子
弟
か
ら
選
ぶ
。
三
井
家
も

ミ
ツ
カ
ン
中
埜
家
も
サ
ン
ト
リ
ー
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円
投
資
し
た
が
成
果
が
上
が
ら
な

か
っ
た
事
業
に
50
億
円
追
加
投
資

す
る
考
え
方
は
よ
く
な
い
。
む
し

ろ
１
０
０
億
円
の
事
は
忘
れ
て

50
億
円
を
ど
う
す
る
か
考
え
る
べ

き
だ
。

▽
陥
り
が
ち
な
成
功
体
験
の
罠

　
過
去
の
投
資
の
し
が
ら
み
の
こ

と
を
「
サ
ン
ク
コ
ス
ト
呪
縛
」
と

い
う
。
ま
た
、一
度
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
成
功
す
る
と
次
の
一
手
が
遅

れ
る
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ジ
レ

ン
マ
、
成
功
体
験
の
罠
と
い
う
。

シ
ャ
ー
プ
の
液
晶
、
ソ
ニ
ー
の
ト

リ
ニ
ト
ロ
ン
は
こ
れ
に
当
た
る
の

で
は
な
い
か
。
ホ
ン
ダ
は
危
機
に

瀕
し
た
と
き
マ
ン
島
レ
ー
ス
に
あ

え
て
打
っ
て
出
て
ブ
ラ
ン
ド
を
確

立
し
た
。
こ
う
し
た
長
期
的
視
点

も
必
要
だ
。

　
し
か
し
、
あ
ま
り
短
期
的
視
点

だ
と
将
来
の
成
長
の
芽
を
つ
ぶ
す
。

金
の
成
る
木
か
ら
問
題
児
へ
の
資

金
の
流
れ
も
有
効
な
場
合
も
あ
る
。

た
だ
し
、
技
術
革
新
や
経
済
環
境

の
変
化
が
激
し
い
今
日
、
す
べ
て

の
事
業
が
同
じ
籠
に
入
っ
て
い
る

と
リ
ス
ク
は
大
き
く
な
る
。
時
間
、

地
域
、
事
業
の
分
散
が
必
要
と
な

る
。

し
、「
問
題
児
」
は
切
り
捨
て
る
。

ミ
ツ
カ
ン
の
例
で
言
う
と
、
同
社

は
１
８
０
４
年
の
創
業
。
こ
れ
ま

で
に
酒
造
や
酒
酢
。米
酢
、海
運
業
、

ビ
ー
ル
、牛
乳
、パ
ン
、し
ょ
う
ゆ
、

紡
績
、
銀
行
、
ガ
ス
な
ど
多
様
な

事
業
を
経
験
し
て
き
た
。

　
８
代
目
は
長
寿
の
秘
訣
に
つ
い

て
「
絶
え
ざ
る
事
業
の
創
出
と
改

廃
の
上
に
今
日
が
あ
り
ま
す
。
時

代
に
合
わ
せ
て
創
出
し
た
も
の
の

方
が
改
廃
し
た
も
の
よ
り
僅
か
に

大
き
か
っ
た
か
ら
こ
そ
ミ
ツ
カ
ン

グ
ル
ー
プ
は
今
日
生
き
残
っ
て
い

る
」
と
述
べ
て
い
る
。

　
明
治
初
期
の
三
井
家
も
祖
業
の

呉
服
店
が
振
る
わ
な
く
な
っ
た
の

で
三
越
と
し
て
分
離
し
、
銀
行
と

商
社
に
集
中
し
た
。「
祖
業
だ
か
ら
」

「
多
額
の
投
資
を
し
た
か
ら
」
と
言

う
経
営
者
が
い
る
が
、
１
０
０
億

も
そ
う
。
奉
公
人
を
婿
養
子
に
し

た
り
、
番
頭
に
経
営
を
委
任
し
た

り
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
つ
ま
り

同
族
と
は
い
え
血
筋
よ
り
能
力
を

優
先
す
る
考
え
方
で
あ
る
。

▽
日
本
は
擬
似
的
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
同
族
企
業
に
つ
い
て
整
理
す
る

と
、
日
本
で
は
同
族
性
の
メ
リ
ッ

ト
を
生
か
し
な
が
ら
、
そ
の
デ
メ

リ
ッ
ト
を
克
服
す
る
工
夫
を
し
て

い
る
。
狭
義
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ
ジ

ネ
ス
で
は
な
い
。
非
血
縁
者
を
含

む
擬
似
的
フ
ァ
ミ
リ
ー
ビ
ジ
ネ
ス

と
言
え
る
。
統
治
論
か
ら
見
る
と
、

所
有
者
（
株
主
）
主
権
で
は
な
く
、

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
主
権
で
あ
る
。

た
だ
、
民
法
や
個
人
主
義
、
同
族

内
の
い
さ
か
い
な
ど
か
ら
今
日
で

は
同
族
企
業
も
困
難
な
状
況
を
迎

え
て
い
る
。
資
本
市
場
と
分
断
さ

れ
て
い
る
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。

要
す
る
に
か
つ
て
の
同
族
企
業
に

戻
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
良
さ
に

学
ぶ
姿
勢
が
重
要
だ
。

　
こ
こ
20
～
30
年
、「
選
択
と
集
中
」

と
い
う
こ
と
が
よ
く
言
わ
れ
る
。

収
益
性
の
高
い
事
業
を
選
択
し
、

そ
れ
に
集
中
的
に
投
資
す
る
こ
と

で
あ
る
。
ど
う
い
う
こ
と
か
。「
金

の
成
る
木
」「
花
形
」
に
集
中
投
資

　
次
に
高
生
産
性
企
業
の
共
通
点

を
見
よ
う
。
▽
人
材
の
多
様
性
を

成
長
に
つ
な
げ
る
仕
組
み
の
導
入

▽
別
部
門
と
交
流
を
図
れ
る
よ
う
、

企
業
内
部
の
壁
を
除
去
▽
社
是
や

企
業
理
念
の
徹
底
を
図
り
、
求
心

力
を
向
上
さ
せ
て
い
る
▽
外
部
と

の
研
究
開
発
等
に
お
け
る
連
携
の

強
化
と
効
率
化
▽
開
発
技
術
を
国

内
市
場
に
と
ど
め
ず
、
世
界
市
場

で
展
開
な
ど
。
成
功
し
て
い
る
企

業
は
理
念
を
重
要
視
し
て
い
る
。

　
共
通
し
て
い
る
の
は
①
目
標
の

掲
示
。
事
業
目
的
に
つ
い
て
明
文

化
し
た
哲
学
②
経
営
陣
は
経
営
理

念
を
形
成
す
る
と
と
も
に
、
企
業

環
境
に
即
し
て
こ
れ
ら
を
微
調
整

し
、
組
織
に
伝
達
す
る
こ
と
に
大

き
な
関
心
を
寄
せ
て
い
る
③
製
造

部
門
か
ら
上
級
管
理
職
ま
で
理
念

を
知
り
、
共
有
化
し
て
い
る
。

　
長
寿
企
業
で
は
、
伝
来
の
経
営

資
源
を
生
か
し
つ
つ
、
事
業
の
再

構
築
を
図
っ
て
き
た
。「
伝
統
と
革

新
の
調
和
」
だ
。
ま
た
、
経
営
陣

の
刷
新
や
外
部
経
営
資
源
の
活
用
、

内
部
人
材
の
活
用
、
さ
ら
に
家
業

継
承
の
強
い
意
識
が
こ
れ
ら
を
支

え
て
い
る
。

成功企業は経営理念が全社員に浸透


